
匝瑳探訪

　

市
内
の
伝
統
行
事
で
は
、

実
施
す
る
人
た
ち
の
高
齢

化
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取

り
や
め
に
な
っ
た
も
の
も

あ
る
中
、
安
産
・
子
育
て

を
祈
願
す
る
「
子
安
講
」

な
ど
は
今
な
お
継
続
し
て

い
る
地
域
や
集
落
も
あ
り

ま
す
。

　

市
域
で
は
江
戸
時
代
以

前
か
ら
北
部
に
日
蓮
宗
寺

院
が
分
布
し
、
中
央
部
か

ら
南
部
地
域
に
は
真
言
宗
と
天
台
宗
が
多
く
、

安
産
・
子
育
て
信
仰
な
ど
に
も
宗
派
に
よ
る

違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

真
言
宗
寺
院
の
境
内
や
墓
地
、
路
傍
に

は
「
十
九
夜
塔
」
や
小
川
の
そ
ば
で
死
産
者

を
供
養
す
る「
流
れ
灌か

ん

頂じ
ょ
う

」の
た
め「
女に

ょ

人に
ん

講こ
う

中じ
ゅ
う

」
が
ま
つ
っ
た
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

像
の
石
造
仏

が
多
く
見
ら
れ
、
現
在
で
も
塔
婆
が
立
て
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
宗
寺
院
で
は
安
産
・
子
育
て
信
仰
の

対
象
と
し
て
「
鬼き

子し

母も

神じ
ん

」
や
「
七し

ち

面め
ん

天て
ん

女に
ょ

」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
珍
し
い
も
の
で
は
南
神

崎
・
常
教
寺
境
内
の
「
日に

っ

審し
ん

供
養
塔
」
が
あ

り
ま
す
。

　

市
内
で
1
カ
所
、
こ
こ
だ
け
に
あ
る
こ
の

塔
は
１
８
２
８
年
に
、
同
寺
36
世
日に

ち

仁じ
ん

の
代

「
当
村
（
南
神
崎
村
）
の
女
講
中
」
が
願
主
と

な
り
造
立
し
ま
し
た
。

　

塔
正
面
に
刻
ま
れ
た
日
審
に
つ
い
て
は

『
日
蓮
宗
事
典
』
な
ど
に
よ
る
と
、
京
都
生

ま
れ
で
飯
高
檀
林
な
ど
に
学
び
、
江
戸
時
代

初
期
に
全
国
で
布
教
活
動
な
ど
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
僧
侶
と
さ
れ
ま
す
。
出
生
に
つ

い
て
は
母
が
出
産
前
に
亡
く
な
り
、
か
め

の
中
で
生
ま
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、「
壺

日
審
」「
子
安
日
審
」
と
も
称
さ
れ
た
と
さ
れ
、

塔
側
面
に
日
審
の
功
績
と
と
も
に
「
若
者
懐

妊
は
安あ

ん

楽ら
く

福ふ
く

子し

を
産
む
」
と
刻
ま
れ
、
こ
れ

が
安
産
・
子
育
て
信
仰
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
の
南
神
崎
村
は
１
８
４
５
年
の

家
数
が
21
軒
で
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
小

規
模
な
村
な
が
ら
1
人
の
旗
本
に
よ
る
安
定

し
た
支
配
が
２
５
０
年
ほ
ど
続
い
た
よ
う
で
、

男
性
は
「
題
目
講
中
」、
女
性

は
「
日
審
講
中
」
な
ど
の
信
仰

活
動
が
継
続
さ
れ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

３
月
春
彼
岸
に
は
、
今
年

も
「
日
審
供
養
塔
」
に
塔
婆
が

立
て
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
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・
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８
０
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日審への祈り
────────南神崎を歩く

た
る
な
ど
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
多
く

の
人
の
篠
笛
演
奏
技
術
の
習
得
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◆
統
計
功
労
者
表
彰

　

長
き
に
わ
た
り
調
査
員
や
指
導
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
統
計

調
査
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
農
林
水
産
大
臣
表
彰

▽
千
葉
県
知
事
表
彰

◆
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
等
功
労
者
表

彰▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長
感
謝
状

　

木
内
良
晴

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▽
社
会
福
祉
功
労

　

栄
保
育
園
元
主
任
保
育
士
。 

長
年

に
わ
た
り
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
育
児

環
境
の
整
備
や
一
時
保
育
の
受
け
入
れ

な
ど
に
取
り
組
む
。
千
葉
県
保
育
協
議

会
海
匝
支
会
常
任
委
員
や
全
国
保
育
協

議
会
認
定
に
よ
る
保
育
活
動
専
門
員
を

を
務
め
、
千
葉
県
保
育
士
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
良
質
な
保
育
の
提
供
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
善
行
会
令
和
７
年
度
秋
季
善
行

表
彰

▽
自
然
と
文
化
財
愛
護

　

佐
久
間
陽
一（
八
日
市
場
イ
）

※
希
望
に
よ
り
、
写
真
の
掲
載
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
50
年
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
、

竹
製
篠
笛
の
制
作
に
取
り
組
み
、
地
域

の
伝
統
文
化
で
あ
る
八
重
垣
神
社
祇
園

祭
な
ど
に
お
け
る
お
囃
子
の
指
導
や
普

及
活
動
に
尽
力
。
後
任
の
指
導
に
も
当

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

被
表
彰
者
紹
介

小 川 篤 子
（栢田）

椎 名 文 生
（八日市場イ）

山 中 正 夫
（八日市場ホ）

日審供養塔
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文
芸
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力
作
募
集
中

短
　

歌 

依
知
川　

雅
一 

推
薦

餌
を
ま
き
て
冬
鳥
今
朝
も
待
つ
わ
れ
は

　

す
ず
め
の
お
宿
の
主
あ
る
じ
と
な
り
て 

鈴
木　

和
子

睦
月
朝
蝋
梅
咲
き
初
め
花
び
ら
の

　

造
花
に
も
似
て
黄
色
輝
く 

大
木　

洋
一

雪
だ
る
ま
を
雪
じ
ろ
う
と
名
を
付
け
て　
　
　
　

　

帰
省
の
孫
は
ス
マ
ホ
に
ポ
ー
ズ
す 
木
下　

昌
子

千
葉
駅
の
ホ
ー
ム
の
自
販
機
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

の
ど
の
乾
き
を
い
や
す
術
な
し 

福
岡　

福
子

友
達
と
七
宝
焼
を
体
験
す

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
は
宝
と
な
れ
り 

内
藤
喜
代
美

夕
焼
け
が
影
絵
の
ご
と
く
彩
ら
れ　
　

　

木
立
と
家
並
み
朱
と
黒
と
な
る 

古
谷
由
美
子

吹
き
荒
れ
た
冬
の
嵐
の
去
り
し
空　
　
　

　

燃
え
る
が
如
く
茜
に
染
ま
り
て 

石
井　

洋
子

 

石
田　

健
治 

推
薦

午
歳
の
孫
達
二
人
そ
れ
ぞ
れ
に

　

思
い
あ
ら
た
に
希
望
を
語
る 

伊
橋　

裕
子

旧
友
の
賀
状
の
届
き
な
つ
か
し
く

　

思
ひ
認
め
愚
作
を
一
首 

伊
橋　

良
子

俳
　

句 

椿　

和
枝 

推
薦

◆
公
民
館
ま
つ
り
出
句
の
句
な
ど
か
ら
選
出

鍋
の
縁
豆
腐
揺
れ
来
し
燗
急
ぐ 

石
井　

洋
子

餌
箱
に
光
の
め
ぐ
る
春
の
鳥 

椎
名　

晴
江

初
夢
は
や
さ
し
き
亡つ

妻ま

の
お
め
で
と
う 

伊
橋　

勝
利

愛
想
な
き
床
屋
の
主
あ
る
じ
晩
夏
光 

那
須　

恒
雄

雨
あ
が
る
枇
杷
の
産
毛
が
日
を
弾
く 

山
崎
智
恵
子

三
た
す
三
ひ
く
す
は
い
く
つ
サ
ン
タ
さ
ん 

𠮷
井　

八
流

お
か
わ
り
と
小
さ
き
茶
碗
や
今
年
米 

佐
々
木
之
子

 

石
田　

健
治 

推
薦

石
段
を
数
え
て
上
る
初
参
り 

須
貝　

玉
枝

初
詣
で
晴
れ
着
姿
は
今
い
ず
こ 

熱
田　
　

和

川
　

柳 

勝
又　

康
之 

推
薦

好
き
で
す
と
チ
ョ
コ
あ
げ
た
人
共
白
髪 

江
波
戸
京
子

六
十
年
前
の
あ
の
娘
の
チ
ョ
コ
浮
か
ぶ 

林　

長
三
郎

本
命
に
渡
せ
ぬ
チ
ョ
コ
を
食
ら
う
夜 

鶴
野
千
恵
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
誰
れ
に
あ
げ
よ
か
孫
に
す
る 

鈴
木
ト
シ
子

若
き
日
の
白
馬
の
王
子
空
の
上 

鎌
形　

正
恵

バ
レ
ン
タ
イ
ン
気
張
り
す
ぎ
た
よ
財
布
空 

鵜
澤　

澄
子

チ
ョ
コ
贈
る
お
返
し
倍
で
お
願
い
ね 
塩
野　

京
子

 

石
田　

健
治 
推
薦

至
福
ど
き
昭
和
の
香
り
石
鹸
は 

石
橋　

春
歩

熊
ま
で
も
寝
ず
に
働
く
銀
世
界 

熱
田
真
こ
と

　今から一年前、匝瑳市に初めて訪れ、
ソーラーシェアリングの取り組みを始
めとした「脱炭素地域づくり」に触れ
た県内の若者たち。地域課題を解決す
るための取り組みはもちろん、匝瑳市
の魅力と可能性を体感した若者たちは、
その後SNSを活用して発信、その広が
りから同じ志や希望を持った仲間を募
り、今年1月にこの地へ導いてくれま
した。市内からも活動に手を挙げるメ
ンバーも増え、広がりをみせていま

「脱炭素ドミノ」のはじまり
す。まさに私たちが目指す「脱炭素ド
ミノ」の小さなはじまりです。
　この地を訪れる若者たちは、決して
明るい希望や夢を抱いているだけでは
ありません。地球規模で温暖化が進み
悲鳴を上げる自然環境を目の当たりに
しています。また農業への悪影響や危
機感、そんな将来への不安を抱きなが
ら解決策を求めて行動を続けています。
　将来世代にツケを残すことに罪悪感
を感じる人も少なくないでしょう。解

第12回

決に向け行動を起こす若者たちを起点
に、我々大人世代も環境問題が手遅れ
になる前に共に行動していきましょう。

　

ソーラーシェアリングの畑を視察

回

＼今月の担当は土屋彰隊員／環境省認定「脱炭素アドバイ
ザー」として、脱炭素社会の実現に向け、市民・事業者・市が
協働して取り組む脱炭素化プロジェクトの「脱炭素地域づくり」
推進を担当。現在、仲間を募集中！DMをお待ちしています！
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